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１ ○ × × 国 
２ × ○ × 都道府県庁 
 
階層 





 １ ２ ３  
サービスの内容 
１ ○ ○ ○ 
２ × ○ ○ 
階層 
レベル 












                               
11実際のところ、このような階層構造のほか、総務省と地方郵政局、国土交通省と地方建設整備局の関係、法務省
と各地にある法務局の関係などが複雑に絡みあっているのが実情といえよう。 










１ ２ ３ ４
 
 
１ ○ ○ ○ ○ 大都市 
２ × ○ ○ ○ 地域中心都市 
３ × × ○ ○ 小都市 
階層 
レベル 




































































































































○ ○ ○ 
第３階層（都市政府） 






l2−        0        l2  
図１．線形国家における国民の分布 
 
-1       0       1
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dxxdd                               （1） 
となる。ここで、 ikd は、統轄係数 k のとき、階層 iの政府までの平均移動距離を示す。 
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が均一であるため、中央政府は国土の中心に、ある階層の地方政府は、同一面積の行政区域の
中心に立地することになる。ここで、「統轄係数」 k のとき、単位あたり交通費をw、各政府
のサービス量を g とすると、各階層の政府機関の数は、 1−ik であるので、階層 iの政府全体に
よって提供される政府サービス費用20は、 
wCik = ikd 1−⋅ igk                                  （2） 
gw
2










の政府サービス生産費用 2C は、 
( )bgas;kNb,a,s,k;gC += )()(2                            （5） 
となる。国家は、政府サービスの生産コスト削減のために、地方政府の合併政策などを通じて、















をサービス量 gk s 1− で割ったものであ
る。 
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 政府機関全体として、政府サービスに関する制約条件付総費用最小化行動を行なうとすると、 
21 CCCMin +=                                  （7） 
))((
2
bgas;kNgsw ++=                               （8） 
となる。政府サービスの総量に関する制約条件式として、 
Ggs;kN =)(                                    （9） 
を考慮する。ただし、政府数21は 
























                                （12） 
となる。これを g について解くことにより、最適な政府サイズ *g は、 
sw
Ga*g 2=                                   （13） 
となる。政府サービス全体の総量G、階層数 s、社会環境を示す交通・通信費用w、政府施設
の固定費用 aによって、財布サービスが決まる。政府サービスの総量Gが増加（減少）すると、
政府サイズ *g は大きく（小さく）なる。固定費用 aが増加（減少）すると、政府サイズ *g は
大きく（小さく）なる。政府サービス提供のための交通・通信コストwが増加（減少）すると、
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)( ==                               （14） 
となる。政府サービスの総量Gが増加（減少）すると、政府数 *N は多く（少なく）なる。固
定費用 aが増加（減少）23すると、政府数 *N は少なく（多く）なる。政府サービス提供のため
の交通・通信コストwが増加（減少）すると、政府数 *N は多くなる（少なく）なる。限界費
用bは政府数 *N に影響を与えない。24 
（d）最適な統轄係数の導出 
 最適な政府施設数 *N および階層数 s（所与）から、最適な統轄係数 *k 、 
)( s*;Nk*k =                                   （15） 
を、陽表的に導出すること25はできないが、数値計算により求めることができる。 
 式(10)より 
 0)1(21 2 >−+++= −sksk
dk
dN L より、 
政府数 N は統轄係数 k の増加関数であるので、 






















































































































PP =1   *k
PP =2    23 *k










 水平右方向の座標軸を g 軸（政府サイズ）、鉛直上方向の座標軸をC 軸（政府サービス費用））
とする座標平面(Ⅰ)を考える。政府サイズ g に対する政府スステムの総費用関数を示している。 
直線 1l ： g
swC
21
=        曲線 2l ： ( )bgag
GC +=2  
を合計することにより、 












が導き出される。最適な政府サイズ *g は、曲線 3l のグラフの極小点（最小点）Pで示される。 
 図３の座標平面（Ⅱ）のように、水平右方向に g 軸（政府サイズ）をとり、鉛直軸の下方向
に N 軸(政府数)をとり、 
 曲線 4l ： Ggs,kN =⋅)(  
を描く。 
 最適な政府サイズ *g を示す曲線 3l のグラフの極小点（最小点） Pの垂線の足を g 軸（鉛直
右方向の軸）に対して下ろし、さらに交差、延長するように垂線を引いていき、曲線 4l との交
点をQとする。この点Qから N 軸（鉛直下方向）に対して下ろしたときの交点の値 *N を求め
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ることができる。 
 図３の座標平面（Ⅲ）のように、鉛直軸の下方向に N 軸(政府数)をとり、水平左方向に k 軸
（統轄係数）をとり、 
 曲線 5l ：
121 −++++= SkkkN L  
を考える。点Qから、 N 軸に対して垂線を下ろし、交差し、さらに延長していったとき、曲





C 交通・通信コストwの低下は、直線 1l の傾きを小さくする。その結果、費用曲線 3l （直線 1l
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を行なうことを意味する。これにあわせて、政府機関数 *N は減少していき、政府間の各政府
の統轄係数 *k が減少する。各階層の複数の政府の政府数が減少し、行政区域が拡大する。 
 
（３）政府サービスの総量の減少 







するために、C の極小点 Pの位置が、左下方向へと移動する。政府サイズ g を減少させながら、
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One Dimensional Multi-tier Hierarchy System between Central and Local 
Governments: Explanation with Three Graphs 
 
Toshiaki TAKITA 
(Department of Law, Economics and Public Policy) 
 
This paper proposes the one dimensional multi-tier hierarchy system between central and local 
governments. The model aims to explain the allocation of the total government services into one central 
government and some local governments. It can explain the location of these governments. The model 
considers the trade-off between the scale economies of the central and local governments and the increase 
of total service costs in these individual governments. Finally, his model can make a comparative-static 
analysis to explain the effect of development of transportation and telecommunication on the hierarchy 
system of government services in the central and local governments with combination of very simple 
three graphs. As the development of transportation and telecommunication, the central and local 
governments will become bigger. 
 
 
